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シルエット計測による局所変形を考慮した変形挙動の評価

引張試験時のシルエット画像から応力三軸度を評価いたします。

引張試験片のシルエット計測による
応力三軸度連続評価

Cat.No 3E3J-193-00-240517

引張試験時のシルエット画像から必要パラメーターを取得することで「真応力」、「真ひずみ」、「応力三軸度」などを評価で
きます。直交する2方向から同時計測できるため、不均一変形を伴う異方性材料についても1回の試験で2方向それぞれの
変形挙動が評価できます。

写真1 シルエット計測画像

図1 試験結果解析例

真応力-真ひずみ曲線の取得＆応力三軸度評価

● 丸棒試験片の引張試験により真応力、真ひずみ、応力三軸度を求めることができます（図1）。

● 丸棒試験片であれば切欠きの試験片でも試験可能です。ご相談ください。

シルエット計測方法

● 試験中に2方向から取得したシルエット画像から変形部の最小半径・曲率を計測します（写真1）。

● 標点計測カメラにより試験時の標点をトレースすることで標点距離も計測可能です（写真2）。

● 試験中のシルエット画像から局所変形や表面き裂発生などを視覚的にも把握できます。
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真応力-真ひずみ曲線 応力三軸度-真ひずみ曲線

σAve：平均応力、𝑅𝑅：曲率、𝑎𝑎：最小半径、𝑎𝑎0：初期半径 𝑅𝑅：曲率、𝑎𝑎：最小半径
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写真2 標点計測画像 図2 シルエット計測イメージ


